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CNN記事：『初会合、法王フランシスコとオバマ2014.03.26』和訳
今も健在、西洋Duo Sunt（両剣、EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps14 \o\ad(\s\up 9(天),Coéli) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps14 \o\ad(\s\up 9(と),et) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps14 \o\ad(\s\up 9(地),Térra)）社会構造。現在「天」側が優勢の模様。

初会合、法王フランシスコとオバマ2014.03.26
CNN, ハリマ・アブドラ　2014.03.27
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ハイライト

・この会合は、オバマ政権とカトリックとの緊張緩和に向けての一ステップ。
・意見の食い違う点は、オバマケアが避妊にも適用されることと、妊娠中絶問題。
・意見を同じくする一つは、移民と貧困者が苦境に立たされているという理解。
・フランシスコ法王の人気にあやかって、オバマの株が少し上がるかもしれない。
（CNN）http://edition.cnn.com/2014/03/26/politics/obama-pope-meeting-politics/　
オバマ大統領はフランシスコ法王に、種子セットをプレゼントした。それはこの機会に相応しい贈り物だ。即ち、このところギクシャクしていた米国政権とカトリック指導者との関係に新しい種をまいて、新鮮な再スタートを切ろうとするオバマ大統領とフランシスコ法王の初会合の象徴として相応しい。
「これはニンジンの種だと思いますよ」と、箱から小袋を取り出しながらオバマは法王に説明した。しかもこの箱は、米国で最初に開設されたBaltimoreカトリック司教座カテドラルに使用されていた木材から作られたもの。

法王は大統領に記念品を二つ贈った。地上の王国と天の王国（the two hemispheres）の間にsolidarityと平和が必要だと示したメダルと、もう一つは法王の自著『Evangelii Gaudium』（福音の喜び）。貧困者に新たに目を向けようと呼びかけ、福音の新たな時代が始まったとする書籍。
贈り物はどれも、この会合の目的を強調するものだ。目的は、世界で最も影響力のある二人の間で、意見が同じ分野では共通の焦点位置を見つけることと、意見が異なる分野では地ならしを穏やかに開始すること。
[image: image1.emf]二人は笑顔で握手し挨拶を交わした。写真撮影用にポーズをとって、向かい合ってテーブルについた。Privateに一時間近く話し合った。

会談後に記者団の前に姿を現したとき、大統領サイドとVaticanサイドはディスカション内容について微妙に異なる意見も陳べていた。特に、オバマ政権と米国カトリック指導者たちとの関係に波風を立てている事柄に関しては、そうだった。（齋藤補遺：pro-life, pro-choice問題、同性婚問題、等）
[image: image2.emf] “･･･紛争問題については、当事者達が人道と国際法をrespectして解決策を交渉し合うことを希望する。”と大統領側が陳べたのに対し、Vatican側は、“Church and State二者間での協力関係という文脈により、Churchが、該国家におけるreligionの自由、生命、良心的兵役拒否などの基本的人権の行使に関して特定の関与を行えるかどうか話し合われた。･･･”と陳べた。
その後News conferenceに現れたオバマは、報道関係者たちに、その様な問題については法王とは“話題にならなかった”が、その代り、Vatican国務長官のPietro Parolinと話し合ったと陳べた。
Vaticanによれば、両者は移民制度改革についても話し合った。また、“世界中で行われている人身売買を根絶するためにcommon commitmentを行うことも宣言した。”
この点については大統領と法王はウマが合う（simpatico）。
オバマは会見後に記者団に語った。“彼と話し合う機会を頂けてとても感謝している。少数者、貧困者、排除された人々、これらのcareを私達が分担して行う責任について話し合った。特に彼の洞察力は極めて印象的だった。世界の諸問題に対してmoralの観点を見失ってはならない。狭量な自己利益のことだけを考えてはだめだとね。”
この会談は、米国最高裁でヒヤリングが行われた二日後に行われた。オバマの代表作品であるオバマケアの対象に避妊も含まれるという改革法に関するヒヤリングの二日後だ。
この改革法の対象から教会や礼拝所は除外されているが、非営利団体やReligion属性団体などを含む一般雇用主は、その雇用者に、避妊費用までカバーする第三者医療保険をかけなければならないことになった。
[image: image3.emf]米国カトリック司教団（USCCB）はこの改革法に異議を唱えた、と同spokeswomanのSister Mary Ann Walshは語った。

“Religionの自由と生命権に関して懸念されます。”、彼女はオバマ政権と米国カトリック指導者たちとの齟齬を心配した。しかしながら、“米国司教団は、オバマ政権が、両者が共に関心を持つ問題に関して協力してくれることには感謝しています。”とも。
あまり知られていないことだが、大統領と法王は五つの課題を共有している。

五つの共有課題には、移民と貧困の問題も含まれる。大統領と法王が共通グラウンドを見出した課題だ。
イタリアの新聞Corriere della Seraからインタビューを受けてオバマは次のように語った。“所得格差について法王は大いに懸念を感じています。彼ほどのmoral権威者が語ったのですから、この問題は今後大変な重みを持ちます。”
所得格差に焦点を当ててオバマはこうも語った。“これは単なる経済問題ではありません。むしろmoral問題です。法王が指摘したのは、この手の格差に我々はもう慣れっこになっていて、普通のことに感じられるという状況の危うさでしょう。我々は決して慣れっこになってはいけないのです。”
大統領は、法王が経済社会問題について声を上げたことに敬意を表すると語った。

“我々は決して全ての問題について合意できたのではありませんが、法王の発言に我々は耳を傾けなければならないと私は考えます。法王は我々に挑戦状を突きつけているのです。”オバマは同新聞に語った。“人々、特に困窮にあえぐ人々、我々が行う経済的意思決定に翻弄される人々、それらに思いを致して欲しいと法王は要請しているのです。”
移民問題

フランシスコ法王は、去年起こったイタリアのランペドゥーサ島移民の困窮問題を強調した。アフリカの政変と貧困から逃れて大挙して対岸の欧州に逃れてくる移民たち。その多くは地中海を渡る途中で命を落としている。法王は救済に奔走している。
来月には、Boston大司教であり枢機卿でもあるSean O'Malleyが率いる米国カトリック指導者たちが、米国-メキシコ国境に赴き、移民問題にハイライトをあてる予定だ。
昨水曜3月26日には、オバマ政権は、議会下院の民主党議員達が行っている移民制度改革法案を通す運動を後押しするために、同法案の改正案を広く一般に求めた。
“移民制度改革は、正に行うべきことです。我々の経済のために、我々の安全保障のために、そして我々の未来のために。”と、ホワイトハウスは述べている。

バラク・オバマとフランシスコ法王、似てない同朋。
オバマ政権と米国カトリック共同体指導者たちとの齟齬は、オバマ政権が一期目の初期に妊娠中絶の権利を擁護したときに始まった。

2009年にカトリックNotre Dame大学がオバマに法学名誉博士号を送り入学式に招待講演を依頼した際には、何人もの米国カトリック司教達が同大学を非難した。
更に最近は、先述の様に、避妊費用までカバーする保険加入をオバマケアが強制したことで始まった騒動で、米国カトリック司教団は同法を非難する側に回ってしまった。
“実に苦しい時期です”と、Christopher Hale、即ち、オバマ再選キャンペーン2012 national Catholic outreachを主導したCatholics in Alliance for the Common Goodのシニア・フェローは語った。“the Health and Human Services mandateが、正しく扱われていると考えるCatholic者は殆どいなくなってしまいました。”
更に、同性婚問題に関する両者の見解が異なることが、このギクシャクした関係に拍車をかけた。

一致、是認を求める

Religion専門家の観測によると、フランシスコはこの会談で政治的に難しい問題にまで敢えて踏み込むようなことはしなかったようだ。
“Vaticanはとても注意深く、Vaticanと各国司教達との間に意見の隔たりを作らないようにしなければなりません。”と、Steve Schneck、即ち、director of the Institute for Policy Research and Catholic Studies at the Catholic University of Americaは語った。“Vaticanは、特に米国カトリック司教団を切り捨てるようなことは決してしないように細心の注意を払います。”
ドイツのブリンブリン（高級品好き派手好きの）司教を更迭した法王
世論調査で支持率80%台後半を維持するフランシスコとの会談で、オバマは支持率を回復できるかもしれない。オバマの支持率は40%台前半で停滞したままだ。

いずれにせよ今回の会談で、法王の名による一種のハクが付与された。失業保険、最低賃金、更には所得格差の様な大きな問題まで、議論に権威が付与された恰好だ。
“もし私がオバマにアドバイスするなら、米国移民法改正の首席spokespersonにフランシスコ法王を指名しろと言うでしょうね。”と先述のHale氏は語った。“彼ほど、この米国首都に資本を持つ人はいません。このCapitol Hillには大勢のCatholics、Jews、そしてAtheists（無理に和訳すると、Duo Suntは受け入れた無神論者）がいて、みな法王フランシスコを支持するでしょう。”
下院議員のJohn Boehner、彼はオハイオ選出の共和党員でCatholicだが、その彼が最近、法王を国会合同セッションの講演に招待した。
“今日この惑星の誰もが、法王とのツーショット写真を撮りたがります。”と、先述のSchneck氏は言う。“この人気に少しでもあやかることができたならオバマにとっては最高に嬉しいでしょうね。オバマ大統領支持率の最近の低さを見ると、少しでもboost upできたらなーと思っていることでしょう。”
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